釋空満寺通信平成二九年十月号
　ぶつぶつ　　発責者　田中　誠土

 eq \o\ac(○,★)報告
　当山管長様は、この秋に満八十六歳になられました。誠にお目出度くお祝いを申し上げたいと思います。
　しかしながら、この度、前立腺ガンが見つかり治療する事になりました。
　仏子の管長様といえども、生身の人間ですので、病気に成るのも致し方ないところではあります。幸いに転移などは無く、外科的な治療はしないで投薬治療をすることになりました。
つきましては、今までの様なスケジュールでの法務も、体力的な観点から自粛するように成ることも考えられます。
今後の管長面接、諸法会などの日程が急遽変更・中止になる事も考えられます。受付時間等、時間厳守にてお願い致します。何卒皆様のご理解・ご協力を賜りますようにお願い申し上げます。
十月面接日程受付時間
大阪　五日　正午より十七時

六日　十一時より十七時

本山　九日・十九日　午前中
別院　十四日午前中（夜・お水取）
二十七日　午前中
熊本　十五日　十三時より十八時
太牟田　十六日　十四時より十六時
武雄　十七日　十時から正午

宮崎　二十六日　九時より正午
東京・北九州はお休みします
· 彼岸法会先祖供養大祭御礼

九月二十三日の彼岸中日に、延岡別　
院にて執り行いました「彼岸法会」には沢山の方が参列され、また、多くの代参供養の申込みを頂き、誠に有難うございました。

　当山の先祖供養は、霊界（あの世）と現世（この世）を結ぶ霊道を、スムーズに通行できる道路にする作業です。　　　　

現世の高速道路を想像して下さい。故障車や事故が発生すれば、渋滞や通行止めになってしまいます。自然災害でも同じです。日頃から事故につながる落し物が無いか、道路脇の法面に異常無いか、その他色々な異常や不備が無いかネクスコ（道路公団）のパトカーが、パトロールを欠かさずされています。

これと同じように、霊道も欠かさずパトロールが必要です。霊道の通行に支障を与えるのは、我々人間界に問題があり、おごり、たかぶり、思いやりの欠如、自己中心的な欲望。このような、自分勝手な考えが霊道を汚し、穢し、道幅を狭くし、通行を出来なくしているのです。

▼日頃から、当山の真言「南無釋空満」（ナムシャクマン）を唱え、他者に思いやりの心で接し、先祖を敬う心を育てて行きたいものです。
　先祖供養と言っても、毎日墓参りに行ける訳ではありません。仏壇のあるお宅なら、日々のお参りは出来るでしょうが、仏壇の無い家もあります。そんな時は、先祖さんを思い出して上げればいいのです。
　朝には「今日も一日宜しくお願いします」夜には「今日も一日有難うございました」と先祖さんに声をかけるだけでも先祖供養になるのです。
　日々の暮らしの中での、他者への思いやり、先祖さんへの思いやりが霊道を掃き清める行為であり、スムーズな通行を可能にするのです。どうぞ、お試しあれ！
★「病気」の事を経典に学ぶ
　管長様が前立腺ガンになられ、あらためて病気の事を考えました。
　病床についてはじめて感謝とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ざんぎ),慚愧)（すまないと思う心）が身にしみる。
　こんなことでもないと気のつかない自分だ。

　仏子。一切EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(やまい),疾病)の人を見れば、まさに供養すること仏の如くして異なること無かるべし。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はち),八)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふくでん),福田)の中に。看病福田は第一なり。

（梵網経）

八福田とは一・仏　二・聖人　三・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(わじょう),和上)（和尚）　四・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あじゃ),阿闍)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(り),梨)　五・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しゅう),衆)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぞう),僧)（修行の仲間）六・父　七・母　八・病人。これら八種の人は、私にとって福を増長させてくれる人々である。
中でも病人はもっとも私を育ててくれるものである。人は病人をみると、純粋になり、悲しみがよくわかり、自己の都合を立てる気持ちを忘れ、無心にやさしさを実践できる。
そういう清浄空なる心を供養する看病は仏の心と全く同じであるということである。

▼1に看病　二に薬

　病気の回復には、まず周りの人の心のこもった看病が第一で、薬はその次である。病人には、病気を治す薬が一番必要のように思われるが、それよりもまず大事なのは周囲の人の心使いである、ということ。
　このように経典にはあります。

▼皆様はどうでしょう？

　家族が病気に成った時は、もちろん優しい気持ちで看病に当たられていることでしょう。

　上記の如く、八福田の中でも看病が一番福をもたらす行為であるとされます。慈悲の心が大きく成長するきっかけになるのでしょう。

　慈悲とは、いつくしみ心、相手を思いやる心が「慈」であり、相手の苦しみや、悲しみを理解し、それを取り除いて上げる事が「悲」なのです。

　慈悲の心を成長させる修行が看病なのです。
▼病気に成りたくて成る人はいません。また、病気も選べません。しかし、人間は必ずや病気に罹ります。これは肉体という不便な入れ物を使用しているので、本当に致し方の無い性です。そして病気に罹らないと死にません。どんな人も最後は病気に罹って死を迎えます。

　しかし死に至らないまでの病気なら、自分の身体をいたわり、大事にメンテナンスして上げれば、きっと治ります。そう信じて、他者にも自分にも優しい心で看病しましょう！
▼最後に名言

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(やまい),病)は口から入り、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(わざわい),禍)は口から出る」病気は細菌やウイルスなど口から入って成るが、禍は言葉ひとつで起こる。「口は禍の元」とも言います。気を付けましょう。　　　　　　　合掌
